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今、何をすべきか ～前期課程進路講演会 さくらの木心臓血管外科クリニック院長～ 

前期課程の生徒は、２月１３日（水）の５、６限に小体育館において進路講演会を開催しました。講師は上越市

北城町に開業している医師、さくらの木心臓血管外科クリニックの院長です。院長は「医師を志して１５年、医師

として３０余年。～今思うこと～」と題して、約３６０人の前期生と、平日にもかかわらずご参加いただいた約３

０人の保護者に熱いメッセージを届けてくれました。 

院長は、自身の中学生時代から大学時代までの体験に基づき、生徒たちに「夢をもつことの大切さ」や「粘り強

く夢に向かうことの尊さ」を温かい言葉で伝えてくれました。また、医師になってからの経験も分かりやすく伝え

てくれ、仕事に対する心構えも学ぶことができました。 

自身は本校の第４代ＰＴＡ会長であり、本校第１期生と第３期生として卒業した子をもつ父親でもあります。そ

んな体験から、保護者の皆さんにも本校生ならではの子育てに多くの示唆をくださり、保護者と学校の協力体制の

重要性を強調していました。 

生徒たちは直江津中等生としての誇りを胸に、堂々と目標に向かっていくための力をもらいました。紹介しきれ

ない素晴らしい感想がたくさんありましたが、以下に講演後の生徒の感想を少しだけ紹介します。 

 

私は院長のお話の中で、「医師を志したのは５歳のとき」と聞き、私にも同じくらいの年頃に志した夢があ

りながら、「今からではどうみても無理な話だ」と何度も絶望的な気持ちに浸ることがあったので、院長が志

をかなえたということに驚きました。 

院長は「下を向いていては見えるものも見えない」とおっしゃいました。また、大学生時代の話からは「目

の前にあること」に日々向き合い続けた様子がうかがわれました。私は、今日大切なことに気づくことができ

ました。自分の夢をもつことと、夢を実現しようとすることは違うのだということです。私は知らないうちに

自分の夢を現実にすることをあきらめていましたが、全くそうする必要はないと感じました。「夢に全力で向

かっていいんだ」と思い、希望をもらいました。 

そして、実現するためにはがおっしゃったように、前期課程での３年間に土台となるものを身に付けないと

いけないと思いました。ただ知識の塊ではなく、人間として学んでいくことが重要だということも知りまし

た。中等に入った目的や目標を見失わずに毎日を充実させ、いつかこの夢をかなえようと強くはっきりと感じ

ました。 

私は講演を聴いて、今、私はどうするべきか、何をしていくべきかを知ることができ、将来の進路について

も深く考えることができました。 

私は今だに将来の夢が漠然としか決まっていなく、もう２年生なのにと焦りを感じていました。漠然と思う

仕事は、人とかかわることのできる仕事や電子機器が使える仕事というくらいなものです。 

なので、生徒からの質問に答える院長が「まだ大丈夫、さまざまな知識をつけることで興味が出てくる」と

おっしゃったのを聞いて、焦りや不安が少し和らぎました。今のうちから興味のあるものをよく調べたり、考

えたりすることで将来に役立つので、前期課程の生活の大切さを知り、興味をもったらさまざまなことを吸収

していこうと思いました。今回の講演で学んだことを実行し、ぼーっと過ごすのではなく、有意義に毎日を過

ごしていきたいです。 

 



４、５年生対象の卒業生講話を実施 

２月２０日（水）、４、５年生を対象に、進路への意識を高め卒業後の

具体的な生活イメージをもつために、身近な先輩から話を聞く卒業生講話

がありました。講師として来てくれた卒業生は第３期生から第５期生まで

の合計９人です。 

全体会では、それぞれの講師が「自己紹介」「志望学部決定までの道

筋」「本校在籍時の生活や学習」「大学生活」「後輩に伝えたいこと」を

３分程度で話しました。その後、専門分野に教室を分けた分科会で、生徒

が関心をもっている分野の教室に行き、座談会形式でより深く話を聞きま

した。 

分科会で生徒たちは、その分野の大学での授業や、その分野の大学に合

格するための受験勉強方法などについて質問してアドバイスをもらっていました。専門分野が決まっている生徒はもち

ろん、まだ決まっていない生徒にとっても、身近な先輩の話はとても参考になりました。生徒たちは、自らの進路を意

識することで、ますます学習意欲が湧いてきた様子でした。 

修学旅行に向けて～２年生～ 

２月２７日（水）～３月１日（金）の２泊３日の日程で２年生は京都・奈良へ修学旅行に行ってきます。修学旅行の目

標は「①京都や奈良の見学や体験を通して、日本の歴史や文化についての知識を深める。②大学見学を通して、自分の将

来への見通しを高める。③班別研修を通して、自主性と協調性を養う。」の３点です。この目標を実現するため２学年級長

会を中心に修学旅行の準備を進めてきました。完成したしおりをもとに、２１日（木）の１限に事前指導を行いました。生

徒たちは、現実味を帯びてきた修学旅行に対し、研修の意欲をますます高めている様子でした。以下に修学旅行のおおまか

な日程をお示しします。お子さんと共に最終確認をお願いします。 

宿舎   京湯元ハトヤ瑞鳳閣  京都府京都市下京区西洞院通塩小路下ル南不動町８０２番地 

    電話 ０７５－３６１－８１０８ 

研修場所 （１日目）法隆寺、奈良公園、興福寺  

（２日目）宇治平等院、伏見稲荷大社、京都市内班別研修、妙心寺座禅体験  

（３日目）京都大学（模擬講義） 

東京合宿に向けて～１年生～ 

２月２８日（木）～３月１日（金）に、１年生は今年度２回目の宿泊行事となる「東京合宿」があります。これまで

充実した研修となるよう準備を進めてきましたが、２５日（月）に事前指導を行います。施設見学や東京大学見学に対

して多くの生徒が意欲を示しています。以下に大まかな日程を示します。 

宿舎   メトロポリタンエドモント 東京都千代田区飯田橋 3-10-8   

電話 ０３-３２３７-１１１１ 

研修内容 （１日目）日本科学未来館 コース別見学①リスーピア②防災公園③ＪＡＬ機体工場 

          本校卒業の東大生による講演（ホテル内） 

     （２日目）東京大学模擬講義（LMJ東京研修センター） 

東京大学キャンパス見学（本郷キャンパス） 

 

 

今後の主な日程  

２月２４日（日）英語検定二次 

２５日（月）国公立大学前期試験開始 

２７日（水）２年生修学旅行（３月１日まで）カウンセラー来校日（午後） 

２８日（木）１年生県外合宿（３月１日まで） 

３月 １日（金）１、２年生帰着 ４、５年生球技大会 第５学年ＰＴＡ 

 ２日（土）５年生進研マーク ４年生スタディーサポート、海外研修報告会 

   ３日（日）３年生スタディーサポート、海外研修説明会 

   ４日（月）４年生心肺蘇生法・ＡＥＤ実技講習会 

   ６日（水）第２回生徒総会 公立高校入試 

   ７日（木）短縮授業 ＰＴＡ理事会 公立高校学校独自検査 
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